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1.緒 言

秋田営林局管内に於て、その地理的分布上多雪地帯として 林業経営上、最も問題とな 

る地ﾡは、島海山より月山、朝日ﾡ、仮豊山をねる 出羽丘麼地帶であって、ﾡ日本の 

日本海型気候に影響され、多季の降水量、・ち積雪量多く、森林に及す 勝響も極めて 

大きい地域である。しかもこれら多雪地帯は、ブナを主とする落葉広葉樹林の蓄積豊富 

な地域を多く 含んでいる。 近時、木材の需要が増大 し、更に広葉 的利用の途が急速に開 

かれ、いきおい、奧地ブナ林の利用開発が進められるにいたり、そこにブナ林仮跡地の取 

扱いの間題が注目されるに到つた。勿論、現在成林しているブナ林分に対する合理的施 

業方法の改善等の森林の 取扱いについては、検討の要あることは当然であるが、しかし 

ながら伐跡地については、立地の特殊性として、i.海扱高が高く、ii. 冬季降水地卽ち 

降雪量が多い、iii. 交通不便な僻地である等の理由のため、施業の対象 として極めて多 

大の困難性をになつている。このことがまた跡地のﾡ林手ﾡれ、或いは不適樹種の不 

成ﾡ書林地として失敗していることの原因ともなつているものである。 特に当地帶ブナ 

林は、それが皆伐された場合殆んどがネマガリダケの 被型築茂するところとなり、その 

と り のぞきが困難で、ひいては地持経費のか、 り増となり、更新のガンとも なつている 

ものである。

その樣な立地条件に対し、適応樹種を 選定導入することは、極めて重要Rつ困難な問 

題であつて、愼 重 を期さなければならないことは云う までもない。 特に最近の針葉樹の 

需要の増大 と利用価値の面から一応針葉樹が考え られるのは当然であろ う。 その場合ブ 

ナ林と混して成立する郷土樹種としてスギ、ヒバ、ヒメ コマッ、アオモリ トドマツ が 

あり、更に寒帶性樹種と して トドマツ、エゾマツ、その他カラマツ、チョウセンゴヨウ、 

アカマツ、外国樹種としてドイツ トウヒ、スト ロープマツ 等があるが、そのう ち スギに



ついては旣に雪宓によ る 不成紐造林地 と して 現存する状況にあり、特に耐雪性品種が見 

出されるとか、政いはス ギのﾡ林方法等についての充分なる 検討と 実験も必要と考えられ 

るものである。 又スギについてはその造林限界の問題もあるので別の機会に述べること 

とする。

その他の樹施については 疑問の域も多いのであるが、さしあたり対象樹強として考え 

られる も のについて述べる こ と とする。

それら樹種の う ちで現在養苗計画が ﾡめ られつ 、 ある ヒメ コマツ の管内における林分 

の成育及び構造等について は、不明の點が多かったので、現在天然に 成立し、純林状態 

の個所を一部含む米沢営林用管内、浅俟国有林について 調査した結果を取まとめ、報告 

するものである。

2. ヒメコマツ林について

当局管内ヒ メ コマツ林の成立分布状況をうると、ヒ メ コマツは管内各経営区に點生、 

或いは散生混淆 しているが、集団的に成立 している のは、米内沢営林限小又経営区、米次 

営林/米沢経営区で ある。 そのうち 米沢経営 区を 除いて は、何れ も 地形急峻で、口つ地 

表の浅い地域に成立 し、成長状態不良である。

山形地区一般にヒメコマツの散生林分多く 21,800 余ha あり、大部分初日連峰そ 

の他奥地に成立い 利用困難の地帶が多い。

猛ヒメ コツの成立状況を森林施業の基本方針 (秋田営林局)よりみると、

(1) ヒメ コマッ広典樹混淆林 4I1 ha

(2) 広葉樹林内ヒメコツ散生林分 29,121 ha

(3) ヒバ、ネズコ、ヒメコマツ広葉樹混ﾡ林 3,566ha

(4 ヒバ、ネズコ、ヒメコマッ広葉樹混淆林 848ha

(5) ネズコ、ヒメコツ 広葉樹提清林 671 ha

となつて お り ・ 殆んど純林をみる こ とがない。その蓄就を経営案林野現況表 (昭和 

2 8年度) からみると第1表の如くである。

参考造にヒ メ コマツ の 分布 と 樹木形態を岩田、草下兩氏の「邦産段ﾡ類図説」よ り扱 

萃すれば次の通りである。

<分布> 北海道よ り本州中部まで分布し、本州ではア オモ リ ト ドマツ、或いはブナ、 

ミズナラ等と清する。 単純林をみる ことはない。

<樹木> 樹幹通直で直立する裔木、樹高25m 直極1 mにも達する。樹皮は若いとき 

は不で暗よ色を星するが後不規則にﾡ裂し、鱗片状に剝離する。樹冠は や、上方に個 

し、円錐形を呈する。

<用途> 材は建築用材と して、敷居、鴨居、等に用いられる外、家員、建具等にも用 

いられる。

第1表 ヒメコマツ管内蓄積現況表

備考(人)は人工造林地を示す。

蓄 積

普通林 制限林地 除 地 小 計 計

秋 田

m

Q人 34) 

465.266

m3

170.467

n

1.202

mn

(人) 34) 

636,935

m3

636.969

山 形 Q人) 73)

99,766 254.941

c人; 7)

78

((人)80) 

354.785 354,86*5

計
(人 107) 

565.032 425.408

(人) 7) 

1.280

(人) 114) 

991.720 991,834
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3. 調査地の概要

(1ゝ位証及報ﾡ

米沢営林弱米沢経営区 17 林班ぬ小班

山形築南通賜郡玉庭村大字玉庭字浅俟国有林

海扱高 480m

米沢経営区のヒメ コマツ は 16、17 林班ﾡ立団地 138ha余に成立分布しているうちヒ 

メ コマツの優勢地域は 121ha で、海扱高 300m～520m の丘陵地にある特異の林分で中 

腹以上は全股的に成立し、他は散生成いは黠生でナラ、ブナその他広葉樹と 混淆してい 

る。 そのうち当小班はヒメコマツの成立本数、蓄積とも最良の個所で、ヒメコマツ 89 

5、アカマツ 11 % の割合で混淆 してい る。

ヒ メ コマツ、アカマツはいずれも為筋に成立 し、純林状を呈しているが 沢沿い となる 

に従つて疎とな り広葉樹に占められる。

ヒノ コマツの稚樹は 林内にいたるところにみうけられるが、特に歩道、林内疎開個所 

に群生しているのが多い。

植生はヒメコマツ、アカマツをﾡ木階として、従ﾡ木階には ミズナラ、ブナ、カエデ

気象観測資料 玉 庭 米沢

気温 C° 1 月 2 3 4 5 6

昭 年
11 -3.9 -3.0 -1.5 4.7 12.8 19.5

12 - 1.5 0.0 0.9 7.4 12.9 17.1

玉 13 -3.3 -3.5 1.7 — —

降水量mm (最 深 積 雪) cm

庭

昭 年

11
(315う
556.6

(340
278.4

(340) 
212.1

(220)
144.0 62.4 117.0

12
(140)
225.7

(150
139.1

(80)
129.4

(50)
98.5 149.3 63.7

13
(235)
335.8

(265)
204.5

(220)
79.5

C45ゝ
— 164.0

気沼 c°

昭 年
11 -3.5 -2.6 -0.9 5.7 14.3 20.3

12 -0.5 1.2 1.9 8.6 14.2 18.2

米 13 -2.6 -2.5 2.8 8.9 16.2 18.8

平年 -1.7 -0.9 2.1 14.9 19.4

降水量mm (最 深 積 雪) cm

昭 年

11
(260)
491.9

(248)
167.0

(243)
113.1

(185)
87.5 74.9 93.8

沢
12

(57)
158.0

(70)
158.5

(35)
156.6 86.4 115.9 63.0

13
(192)
291.4

(205)
198.1

(162)
75.0

(32)
112.6 66.1 164.3 ।

平年 201.5 163.0 115.5 81.5 73.4 113.6

第2 表

7 8 9 10 11 1 2 全年 平年

22.2 23.6 21.0 11.9 6.8 0.8 9.6

23.8 24.7 18.3 11.9 7.1 -1.s 10.1

— — — — 6.4 — —

108.3 269.7 171.3 185.0 137.3
(80)

164.4 2436.5

231.8 140.1 112.2 92.4 152.5
(175)
499.2 2034.1

— — — — 152.6 — —

23.1 24.5 22.0 12.9 7.7 2.2 10.5 11.0

25.0 25.9 19.5 12.8 7.9 -0.3 11.1

23.5 25.4 19.9 13.4 7.2 1.2 11.0 11.0

24.0 25.5 20.4 13.3 7.4 0.9

76.5 175.2 137.2 162.2 76.6
(50
142.3 1798.4 1439.0

258.0 113.2 108.2 91.3 128.7
(1.82)
501.6 1939.4 1439.0

186.9 182.5 73.5 140.1 93.0
(62)

247.8 1831.3 1439.0

147.1 119.1 142.0 113.9 114.0 191.1
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第1図 等があ り、ﾡ木階には クロモジ、 

ガマ ズミ、コシアブラ、=オイコ 

ブシ等がある。

ﾡ木階に広葉ﾡのないのは、昭 

和 14 年薪炭材と して伐採された 

ためであろ う。

調査地は同小班内の一部で南向 

急科面 と北向緩斜面で さかいさ れ 

る官民界から西へ流れる約 22° 

の斜面背梁部に 当る 個所で 20m* 

50m ¢0.1 ha) の面積に 対して設 

定した。

(2> 気象について

当地城の気象については玉庭小 

学校観測の昭和 11 年から 13 年 

迄の資料があるのみで甚だ心細い 

が特殊 山間部で もあるので 表示

し、米沢市観測のものと対照してみた。(第2表- 第1 図

(3 ) 地質、土斑について

地質は第3紀暦に風し、基岩 は砂岩 と 頁岩 の互居、峯筋に一部石英粗面岩が みとめら 

れた特殊地質の様である。土地は加土及び植塊土で表土は一般に薄く、腐植質に乏しい。

角礫を含んでいる。

4. 調査 方法 及び 成績

昭和 29 年8月、調査地0.Iha について毎木調査を行い、更に稚樹調査、次に径級別に 

大、中、小の3本の樹幹析解を行つた。

(1)林齢について

林木の年齢について樹幹析解木3本の資料から No.1(大) 84 年、No.2(中) 83 年

No. 3(小)83 年が示された。(第3表) これ ら の年齢は、地上 0.2m の円板に現れた 

年輪数であり、それ以下の 0.0m～0.2m 迄の苗師について は附近林内稚樹 20cm～25 

cmの切断によ り 3年位であることがみとめられたので、林齢は大約 85年～90年 と推定

樹幹析解木 第3表

No.1 (大) No. 2 (中) No. 3 (小

胸高直径cm 28.99cm 22.26 13.91

御 高 m 19.62 m 17.80 14.01

幹 材 積 ・ 0.6494 m 0.3504 0.1133

樹 除 (0.2m円も) 84年 83 83

された。

C2 ) 林分のﾡ積

当調査地はヒ メ コーッに一部アカーツが 況入 しているが、その混清歩合は本数でヒ メ 

コツが 98.59%、アカーツ 1.5%、材積比で 94% 対6°6となつている。 えれらの藩 

及平均形態は第 4表のとおりである。

第 4 表

現 実 0.1ha 商当り 平 均形態

本数 材 積 本数: 材 普 直 径 樹高 材 積

ヒ メ コマツ
木 
129

m
34.431

末 
1290

m 1
344.310

cm
18.34

m
15 0.2669

アカマツ 2 2.192 20 21.920 35.70 23 0.0960

計 131 36.623 1310 366.230

今,林崎を 85 年 として林分平均成長銀を算出すると 4,051m となる。これを秋田地 

ウスギ林收獲表の地位下林分と比較すれは第 5 表の如くである。即ち事林分の成長はス 

ギに比べて極めて不良である。天然生林の常と して幼時の被圧、撫育の行われなかつた 

等、人口林とその成育過程を ことに し-こいるのは当i然で ある。

第 5 表

林 除
均蘭下均 ha当ha当り連 年下 ﾡ /

高直径樹高 り本数幹材積生生長量生長量 ﾡ ブ

約85年

80

85

cm
18.3

29.9

30.7

m
15

21.3

22.0

1290

679

653

m
344

482

506

5.0

4.8

m?
4.1

6.0

6.0

ヒ メ コマツ林分

秋田地方スギ林林分收権 
表地位下
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(3) 林分のﾡ通

ヒ メ コマッの胸高直区岡別本数の分配をみる と次の如く である。(第6表、第2 凶)

第6表

直径岡 本数 ’ 直径岡 本数

cm cm
4 4 22 6

6 3 4 13

8 7 6 2

10 9 8 12

2 11 30 3

4 15 2 4

6 10 4 3

8 11 6 2

20 , 12 40 1

最大直径 40cm、最高樹高 23m を示し、最小直径4cm、最小樹高4mであつた。

立木本数は ha当り 1310 本で密な濫閉林分 とい う こ とが出来よ う。

当林分の成立については、略々樹齡が直径の大小に 関係なく一樣であり、大差のない 

ことから、現在成立している殆んどのヒメコマツが短年月の間に一ﾡに 発立したも 

のか、若しくは一齊に成長を開始したものと考えられた。

稚樹調査 第7表

面 積 0.1 ha 不均苗長 10.04 cm

調査地内の稚樹調査の結果は第7表のとおりである。平均苗長は IOcm で、大部分が

20cm 以下、最大苗長で 75cm を示すにすぎず、稚樹と最小上木との 間の中間林木が 

とぎれて存在しない。このことは 

ヒメコマツは陽樹のうちでも耐陰 

性の強いものに属し、林内ﾡ明個 

所に於て も 確前の発生がみ とめら 

れるが、その 様に 発生した 稚聞 

も、成育には相当近:の陽光の投入 

が必要な ものゝ如くで、現在の様 

な T閉状書で は次第に清渡 し、成 

林することは 不可能の 様に思わ

れた。猛稚樹年織が苗長20cm 〜 

2 5cmで 2 年～ 3 年生位で あるこ 

とから、林内の稚樹は発生後 3 年 

～4 年で大部分が消滅 してい る も

のと思われる。

次に樹幹析解 の資料で胸高直径に現れた 肥大量か ら、優勢木、

首長範岡 商 数 苗長範圍 階 本 数

cm cm cm 本 cm cm cm 本
0. 1 ～ 7.4 5.0 189 47.5 〜52.4 50.0 0

7.5 ～ 12.4 10.0 220 52.5 〜57.4 55.0 2

12.5 ～ 17.4 15.0 73 57.5 ～ 62.4 60.0 0

17.5 ～ 22.4 20.0 12 62.5 ～ 67.4 65.0 0

22.5 〜27.4 25.0 6 67.5 ～ 72.4 70.0 0

27.5 ～ 32.4 30.0 2 72.5 ～ 77.4 75.0 1

32.5 ～ 37.4 35.0 4 77.5 ～ 82.4 80.0 0

37.5 ～ 42.4 40.0 1
本

42.5 〜47.4 45.0 3 計 513

中ﾡ木、劣勢木とも直

径成長は当初30年〜35 

年位迄は大達のない成 

育経過を 示して いる 

が、その後優勢木は次 

第に成長量を増し、劣 

勢木は次第に減退して 

いるのである。 このこ 

とから林分のﾡ閉と立

木相互の競爭開始は、 

稚樹の発生が略々一様

であると仮定して30年 

～35年位ではなかろ う 

かと推定されるのであ 

る。無この場合の胸高 

直径は9 cm、樹高8 m 

となっている。

(第 3 図参照)



第5図 樹高成長比較

(+ 林木の生長について

ci> 胸7直径成長

直佳成長は初期に於ても極め 

て級段である力:順洞な成育を示

している。 35年前後となり 

く ﾡ境による差興が現れている 

ものゝ如く で林木個有 の成育経

過 を 示す。

成育状態は、スギの地位下林 

分よりはるかにおとり、ヒバ、エ 

ゾマツと略々 同 樣 の成長経過 を 

たどる様である。優勢木は現在 

に至る も成育良好で初期の成育 

状態を しのぎ、エゾマツ、トド 

マツに類似せる晩成型の成長経 

過を たどる 様で あ る。ﾡ幼時 

の成長は ヒバ、トドマツ、エゾ 

マツを しのぎ はるか に優勢で あ

o ス ギ 秋田営林局調整

秋田地方スギ林牧穫表

o カラマツ 嶺 一三調整 (i行、樹高

(ii) 樹高成長

直径成長に較べ、優 

勢木、中肝木、劣勢木 

の差異は、それ種明商 

に現れず、地位の一機 

性がみとめられるが、 

やはり成育は緩慢であ 

り且つ成育経過は晩成 

型のエゾマツ、ト ドマ 

ッのそれと似て、現在 

の成育は良好である。

(第5図)
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州地方カラマツ林牧穫衣

円 寺崎 調整

(幹材税)

長野県 地方 カラマツ 林牧 

穫表

。 ヒ バ 小川悌助調整

市森県内 眞部地方 ヒバ林 

極表

。 トドマツ 小出、中島、 

調整北海道野幌地方ト ド 

ツ林牧穫表

。エゾマツ小出、中鳥、佐藤調整 

北海道 尚小牧地方エ ゾマ ツ 

林牧秘表

第7図 スギヒメ

/000°

0.750O

0.$000
形

数 QZ500

(iii) 幹材積成長

幹材積成長に於ては 

明らかに、ト ドマツ、

エゾマツの成育型を示 

し、カラマツ等の早熟 

性樹種とは明確にその 

成長経過をことに して 

いろ。(第6図)

叱t、第4、5、6図 

に於け る対照ﾡ和林分

の引用收穫表は次の如 

し。

コ マツ標準木形数(胸高形数) 

対照表

-Mo/

・f?ネバi

胸高直径 cm



(う) 胸高形数について

資料木についてその関高形数をみると、秋田営林局の 立木材ﾡ表スギ胸高形数と比べ 

ヒメコマツが上廻つている。そのﾡ満度が知れる。(第7図)

c 6 被害状況 (特に雪害について

先端や、ﾡ曲及び折損せるものが認められたが、幹折れ、枝割れ等の 明らかに雲害 と 

思れる大きい彼寄は認められなかつた。下信の ものに、や、幹山りや防形のものがあつ 

たが雪害によ る も のかど う かは不明である。

4. 結 言

ヒメコマッ のﾡ林的価値について は、従夹そ の生育の級慢 さ と、種子探取及びﾡ苗の甲 

難性の為にあま り かえりみられ なかつたのであるが、ブナ林地帶の更改樹極と して、耐 

雪性、耐変性並びに土地に対する 要求度の少い こと等から、スギの不適地に植栽可能期 

種と して再検討されるに至つたものである。

今回の唯一度の調査から、そのﾡ林的価位について云々することは山来ないが

(1) 多雪敗常に成立して雪害が殆んど認められず、材は通直•緩満で利用価値が高い。

(2 ブナ林と混ﾡして成立している郷士樹種で同地ﾡの 植栽には適応性がある もの 

とみとめられる。

(3) 成汀は不良であるが、成長は壮様に 至る も表えず、晩成型で し り 上 り に良好の 

傾向がある。

(4) 僻地に値裁された場合、耐除性の強いこ とが、ある程度迄は 保育上の手放を軽 

減出来るのではないか。 -

以上のことが考えられたのである。

以上調査したﾡ略を報告したのであるが、何等かの考となれば 幸いと考えるもので 

ある。勉木洞在に当り御指導を戴いた寺統室長、現地に於て種々御配置を敷いた米沢営 

林託営課長、及び玉庭担当区工膝技官に対 し厚 く 御申上げる。
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